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議
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議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
田
中
慶
秋
君
提
出
原
子
力
発
電
所
新
増
設
及
び
核
燃
料
等
の
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
、
二
十
一
世
紀
の

自
動
車
産
業
の
あ
り
方
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
四
年
七
月
二
日
受
領

答
弁
第
一
一
三
号



衆
議
院
議
員
田
中
慶
秋
君
提
出
原
子
力
発
電
所
新
増
設
及
び
核
燃
料
等
の
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
、
二
十
一
世

紀
の
自
動
車
産
業
の
あ
り
方
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
基
づ
き
電
気
事
業
者
か
ら
届
出
の
あ
っ
た
平

成
十
四
年
度
供
給
計
画
に
よ
れ
ば
、
原
子
力
発
電
所
の
使
用
開
始
時
期
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
り
、
同
年
度
か
ら
平
成
二
十

二
年
度
ま
で
に
十
基
か
ら
十
二
基
の
原
子
力
発
電
所
の
使
用
開
始
が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
別
表
に
掲
げ
た
十
二
基
の
原
子
力
発
電
所
の
う
ち
、
北
海
道
電
力
泊
第
三
号
機
、
東
北
電
力
東
通
第
一
号
機
、
中

部
電
力
浜
岡
第
五
号
機
、
北
陸
電
力
志
賀
第
二
号
機
、
中
国
電
力
島
根
第
三
号
機
及
び
電
源
開
発
大
間
の
計
六
基
が
、
そ
れ

ぞ
れ
道
県
知
事
の
同
意
を
得
た
上
で
、
電
源
開
発
促
進
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
三
条
第
一
項
に
基

づ
き
、
経
済
産
業
大
臣
が
電
源
開
発
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
事
項
等
を
考
慮
し
決
定
し
た
電
源
開
発
基
本
計
画

に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
東
北
電
力
東
通
第
一
号
機
、
中
部
電
力
浜
岡
第
五
号
機
及
び
北
陸
電
力
志
賀

第
二
号
機
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
建
設
中
で
あ
り
、
北
海
道
電
力
泊
第
三
号
機
及
び
中
国
電
力
島
根
第
三
号
機
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
二
十

一



六
条
第
一
項
に
よ
る
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
が
申
請
さ
れ
、経
済
産
業
省
に
お
い
て
審
査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
右
の
六
基
以
外
に
つ
い
て
も
、
日
本
原
子
力
発
電
敦
賀
第
三
号
機
及
び
第
四
号
機
を
組
み
入
れ
た
新
た
な
電
源

開
発
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
本
年
六
月
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
が
福
井
県
知
事
か
ら
同
意
を
得
、
関
係
各
省
と
の
協

議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
の
意
見
を
聴
き
、
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
右
の
よ
う
な
原
子
力
発
電
所
の
立
地
に
係
る
諸
手
続
の
進
ち
ょ
く
状
況
に
か
ん
が
み
、
本
年
一
月
に
使

用
を
開
始
し
た
東
北
電
力
女
川
第
三
号
機
を
含
め
、
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
原
子
力
発
電
に
よ
る
電
力
供
給
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
十
基
か
ら
十
三
基
程
度
の
原
子
力
発
電
所
の
新
増
設
は
、
実
現
可
能
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

原
子
力
発
電
所
の
建
設
を
め
ぐ
る
立
地
地
域
の
地
元
情
勢
に
つ
い
て
は
、
一
部
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
が
、
地
域
の
理
解
を
得
る
べ
く
、
こ
れ
ま
で
電
源
地
域
の
振
興
に
係
る
交
付
金
の
活
用
や
、
原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地

域
の
振
興
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
八
号
）
に
基
づ
く
特
別
措
置
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
福
祉

の
向
上
を
図
る
等
、
立
地
地
域
振
興
等
に
関
す
る
各
種
施
策
を
講
じ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
原
子
力
発

電
の
安
全
性
の
確
保
に
万
全
を
期
し
、
原
子
力
発
電
の
必
要
性
及
び
安
全
性
に
関
す
る
国
民
の
理
解
を
求
め
る
活
動
や
、
原

子
力
発
電
所
の
立
地
地
域
振
興
策
等
の
取
組
を
通
じ
、
目
標
の
実
現
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二



二
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
大
綱
（
平
成
十
四
年
三
月
十
九
日
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
本
部
決
定
。
以
下
「
大
綱
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
面
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
対
策
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、
原
子
力
発
電
の
推

進
を
掲
げ
、
限
り
あ
る
ウ
ラ
ン
資
源
の
有
効
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、
原
子
力
発
電
所
の
長
期
安
定
的
な
運
転
継
続
を
確
保

す
る
た
め
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
、
そ
の
研
究
開
発
も
含
め
、
国
内
に
お
け
る
確
立
を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。
そ
の
具
体
策
の
一
つ
と
し
て
、
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
燃
料
（
以
下
「
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
」
と
い

う
。
）
を
使
用
す
る
プ
ル
サ
ー
マ
ル
の
着
実
な
推
進
を
盛
り
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
利
用
は
、
大
綱
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
現
在
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
の
実
施
に
向
け
て
、
内
閣
官
房
副
長
官
が
主
宰
す
る
関
係
府
省
の
局
長
等
を
構
成
員
と
す

る
プ
ル
サ
ー
マ
ル
連
絡
協
議
会
が
平
成
十
三
年
八
月
に
取
り
ま
と
め
た
「
中
間
的
な
取
り
ま
と
め
」
に
基
づ
き
、
国
が
前
面

に
立
っ
た
取
組
を
行
っ
て
お
り
、
一
日
も
早
い
実
現
の
た
め
努
力
を
重
ね
て
い
る
。

ま
た
、
大
綱
に
お
い
て
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
燃
料
転
換
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
自
動
車
（
以
下
「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
」
と
い
う
。
）
の
普
及
促
進
等
百
種
類
を
超
え
る

三



個
々
の
対
策
に
つ
い
て
の
導
入
目
標
量
及
び
排
出
削
減
見
込
量
を
定
量
的
に
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
ら
の
対
策
を
推
進
す
る
た

め
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
の
導
入
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助
等
の
国
等
の
施
策
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

三
に
つ
い
て

二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
負
荷
の
小
さ
い
自
動
車
社
会
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
対

応
し
た
技
術
革
新
を
促
す
こ
と
で
自
動
車
産
業
を
始
め
と
す
る
関
連
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
の
開
発
・
普
及
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

政
府
に
お
い
て
は
、
実
用
段
階
に
あ
る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
の
普
及
策
と
し
て
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
一
般

公
用
車
を
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
等
の
低
公
害
車
に
切
り
替
え
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
民
間
に
お
け
る
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
の
導
入
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助
、
税
制
上
の
措
置
、
金
融
支
援
等
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
次
世
代
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
の
開
発
に
関
し
て
は
、
乗
用
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
燃
料
電
池
自
動
車

の
世
界
に
先
駆
け
た
実
用
化
を
目
指
し
て
、
大
規
模
な
公
道
実
証
試
験
、
性
能
評
価
手
法
等
の
標
準
化
、
規
制
の
包
括
的
な

再
点
検
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
電
気
自
動
車
用
の
高
性
能
蓄
電
池
の
開
発
を
行
っ
て
お
り
、
貨
物
自
動
車
等
に
つ
い
て

は
、
従
来
の
大
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
に
代
替
す
る
自
動
車
と
し
て
、
高
効
率
天
然
ガ
ス
自
動
車
、
次
世
代
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

四



自
動
車
等
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
実
用
化
・
商
用
化
に
向
け
た
技
術
開
発
を
行
っ
て
い
る
民
間
企
業
や
、
基
礎
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
る

大
学
等
の
研
究
機
関
と
適
切
な
役
割
分
担
を
図
り
つ
つ
、
産
学
官
三
者
に
よ
る
情
報
の
共
有
な
ど
相
互
の
連
携
の
下
、
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
の
早
期
の
開
発
・
普
及
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
対
応
を
図

る
と
と
も
に
、
自
動
車
産
業
を
始
め
と
す
る
関
連
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
。
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